
        ワークショップ 「地域の安全」のまとめ Part１ 

 

 

○平成 19 年 12 月 20 日第 2 回まちづくり推進会議で「身近なまちづくりへの

取り組み」について、3 グループに分かれ課題の抽出を行いました。 

 

○８ジャンルに分けたグループごとの意見骨子は、別途資料『「地域の安全」

について ～身近な課題の洗い出し～ 』のとおりです。 

  

○それぞれの内容についてわからないときは、グループ間の質問によって理解

してください。 

 

○次に、すべての項目で、内容の理解、コミュニケーション、経費の節減、対

応の迅速性、協力のしやすさなど、「主体的にどこが取り組むことが効果的

なのか」を視点に次の 3 つに分類してください。 

 

     自    個人、自分たちがすることで目的の達成ができるもの 

                            （自助＝住民） 

 

          共    自治会・町内会・各種団体・NPO・企業などの公益的なグル 

ープや団体の活動に依ったほうが効果的だと判断できるもの 

                       （共助＝地域や企業など） 

 

          公   県や町の責任でしかできない仕事や広域的など公がしたほう

が合理的なもの                            （公助＝行政） 

                             

 

 

 ◆ Part2 では、ジャンル別に分類された役割分担に沿ってまちづくりの

責務と協働の視点からの検討を行います。   

 

   ■ 私たちの町の総合的な安全環境の創出に向けて 

              わたくしたちの安全を阻害する課題の解決は？ 

 

■ 自助・共助・公助のあり方（住民・地域・企業・行政の役割分担） 

              まちづくり活動として、どう定着させるのかを議論します。 
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